
令和5年度　第2回　医療介護連携ミーティング　R5.11.18（土）　14：00～16：30　高松市医師会館

参加者数：76名　アンケート回収：54名（紙：43、Web:11）回答率：71.0％　

問1　参加者内訳（人）

職種 申込 参加者
アンケート

回答者数

医師 8 9 7

歯科医師 1 1 1

薬剤師 15 14 10

看護師 10 10 8

保健師 4 4 4

介護支援専門員 20 19 12

社会福祉士 1 1 1

理学療法士 2 2 0

作業療法士 2 2 2

言語聴覚士 2 2 2

医療ソーシャルワーカー 3 3 1

訪問看護師 1 1 1

生活相談員 1 1 1

事務 3 3 2

管理栄養士 1 2 2

その他 2 2 0

計 76 76 54

問2　所属施設

施設種類 人数

病院 9

診療所（有床 2

診療所（無床） 9

歯科診療所 1

保険薬局 9

訪問看護ステーション 4

居宅介護支援事業所 9

介護老人福祉施設 2

その他 9

計 54

※その他：デイサービス、地域包括支援センター、行政
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医師 歯科医師 薬剤師

看護師 保健師 介護支援専門員

社会福祉士 理学療法士 作業療法士

言語聴覚士 医療ｿｰｼｬﾙﾜｰｶｰ 訪問看護師

生活相談員 事務 管理栄養士

その他
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所属施設（％）

病院 診療所（有床） 診療所（無床）

歯科診療所 保険薬局 訪問看護ステーション

居宅介護支援事業所 介護老人福祉施設 その他



問3　医療介護連携ミーティングへの参加目的（複数回答可）

項目 人数

14

25

17

18

24

17

10

3

※その他：委員、知見を広げたいので、壺内さんの講演だったから。

問4（1）講演「地域で在宅療養者を支えるために必要なこと～ケアマネジャーの役割として～」について

項目 人数

36

17

1

0

0

【よく理解できた】

・ケアマネの担い手の減少、現在から今後に向けて取り組んでいる課題を知ることができました。

・ｹｱﾏﾈｼﾞｬｰさんの仕事の内容を知っているつもりでしたが、今回のお話を聞いて「つもり」だったと感じました。

・ｹｱﾏﾈｼﾞｬｰ不足が深刻だが、今後も介護保険事業費の適正化の為にも高いスキルと幅広い知識が必要な重要な職

　種であることが認識できた。

【まあまあ理解できた】

・ケアマネの実態を伝えて頂きうれしく思いました。また、社会資源の使用方法についての説明も初心に返り良

　かった。

・自分たちの仕事、業務の必要性を改めて感じることができました。

・相互理解の重要性

・基礎知識が無いので、具体的なことはまだまだイメージできませんが、大まかなイメージは掴めました。これ

　からも自己研鑽し続けます。

【どちらともいえない】

・今後のケアマネの仕事内容についての複雑性

エ　あまり理解できなかった

1　介護支援専門員の役割について興味があったから

2　多職種連携における、保険外サービス調整の必要性について興味があったから

3　保険外サービスの内容や活用方法を知りたかったから

4　事例を通して、実際の連携の方法・内容について興味があったから

5　在宅医療・介護連携推進事業について関心があったから

6　在宅医療・介護連携推進に向けた取組をするためのヒントが欲しかったから

7　医療職・看護職・介護職等のそれぞれの専門性について理解を深めたかったから

8　その他

ア　よく理解できた

イ　まあまあ理解できた

ウ　どちらともいえない

オ　理解できなかった
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1.9％ア よく理解できた

イ まあまあ理解できた

ウ どちらともいえない

エ あまり理解できなかった

オ 理解できなかった



問4（2）パネルディスカッションについて

項目 人数

29

22

0

0

0

3

【よく理解できた】

・サービスを受ける場所、方法など改めて理解することができた

・インフォーマルサービスの幅が大きくて、びっくりしました。たくさんのサービスを知ることができて、とて

　も勉強になりました。

・老介として身近な事例であり、他の職種に知ってもらうこと、専門職としてのケアマネのレベルを統一できる

　ようにケアマネのあたりはずれを作らないのは課題と感じました。評価できる機関あれば良いと思いました。

・支援の経過を聞けてよく理解できた

・本人のニーズに合わせた支援内容でのケース、よくわかった。

【まあまあ理解できた】

・聞き覚えのある社会資源もあったが、まるごと相談の事例は初めて聞くものもあった。地域の社会資源につな

　げたいと改めて感じた。

・インフォーマルなサービスについて知り得た情報

・介護保険外のサービスを取り入れることで、本人らしい生活に近づくことが理解できました。

・顔の見える関係づくり

・多くの情報ありがとうございました。視野が広がりました。種類分けや一覧があると更に理解できたと思いま

　す。

・インフォーマルサービスの利用イメージが湧きました！

・各々のサービスについてはさらに詳しく知る必要性を感じますが、まずはどんなサービスがあるのか、どう

　やって情報収集すればいいのかを知ることが出来、とても有意義な時間になりました。

・もっともっと保険外サービスを知ることができて良かった何もかも介護保険に入れてもらえるかと不安だった

未記入

ア　よく理解できた

イ　まあまあ理解できた

ウ　どちらともいえない

エ　あまり理解できなかった

オ　理解できなかった 53.7％40.7％

5.6％

ア よく理解できた

イ まあまあ理解できた

ウ どちらともいえない

エ あまり理解できなかった

オ 理解できなかった

未記入



問4（3）本日の内容はどのように役立ちそうですか。（複数回答可）

項目 人数

23

33

16

24

18

1

1

※その他：

　「高松市在宅医療介護情報サイト」の利用について周囲にもひろめたい

問5（1）開催形式の希望（一つ選択）

項目 人数

ア　会場に集合して開催 20

イ　オンラインによる開催 12

ウ　どちらでもよい 23

※イ・ウに複数回答あり

問5（2）開催日の希望（一つ選択）

項目 人数

ア　平日（月～金）の勤務時間内 12

イ　平日（月～金）の勤務終了後 5

ウ　土・日（午前） 9

エ　土・日（午後） 19

オ　いつでもよい 10

※ア・ウ・エに複数回答あり

カ　内容を深めることが難しかった

キ　その他

ア　今後、高齢者の多様なニーズに対応するために、保険外サービスを活用しようと思った

イ　多様なニーズに対応するための連携先や相談窓口について知ることができた

ウ　自組織内、あるいは関係機関と、うまく連携する際のヒントになりそうである

エ　自分以外の専門職の意見が聞けて参考になった

オ　本日、参加していない職員とも内容を共有し、業務に活用できそうである
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開催日時の希望

ア 平日（月～金）の勤務時間内

イ 平日（月～金）の勤務終了後

ウ 土・日（午前）

エ 土・日（午後）

オ いつでもよい

36.4％
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開催形式の希望

ア 会場に集合しての開催

イ オンラインによる開催

ウ どちらでもよい


